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令和２年度は，新型コロナウイルスの感染拡大という，これ

までに経験のない厳しい状況の中でのスタートとなりました。 

西中学校区人権学習推進委員会でも感染拡大防止の観点か

ら，例年，６月に開催していた推進委員総会を書面による表決

という形で行いました。表決の結果，昨年度の事業報告・決算

報告，今年度の役員案・事業計画案・予算案のいずれの議案も，

推進委員の過半数の賛成をもって承認され，令和２年度の西中

学校区人権学習推進事業がスタートしています。 

今年度は，様々な行事の中止など，互いにふれあう機会や交流の場が少なくなっています

が，これからも地域の皆様と一緒に，人権が守られ，全ての人が大切にされるまちづくりを

推進していきたいと思います。ご理解ご協力のほど，よろしくお願いいたします。 
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新年の会 

 期日 1月10日(日) 

 場所 倉敷西公民館 

 内容 講演会 
 
第 2 回人権教育講演会 (倉敷西公民館主催) 

期日 1月17日(日) 

場所 倉敷西公民館 

内容 演題「平成30年7月豪雨災害を 

生き抜いた子どもたち」 

講師 倉敷市立長尾小学校校長 

（前箭田小学校校長） 

大﨑 卓己 先生 
 
老松学区町内会婦人部研修会 

 期日 1月20日(水) 

 場所 老松ふれあい会館 

 

 

人権作品展示 

 期日 10月17日(土) 

～12月10日(木) 

 場所 倉敷西公民館 

 内容 小・中学生の人権に関する作文， 

ポスター，標語の優秀作品の展示 

 西中学校10組との交流会 

  場所 倉敷市立西中学校 

内容 授業の見学 

生徒との交流 

▲ 昨年度の総会の様子 

※ 新型コロナウイルスの感染拡大の状況により変更・中止の場合があります。 



精思高校では，県下初の防災型コミュニティスクールを立ち上

げ，地域と連携した防災に関する様々な取組を始めています。 

１年生の『社会科学入門』の授業では，昨年度は「八王寺，好

きですか？」を合言葉に，精思高校のある八王寺地区を中心に，

生徒が実際に地域に出向いて調査研究を行いました。その成果は

ポスターにまとめられ，地域との交流の場である『わかばフェア』

で発表した後，倉敷西公民館にも展示 

されました。 

また，今年７月に行われた第１回防災型学校運営協

議会では，地域の代表と教職員が「防災に関して学校

と地域が一緒にやれることは」をテーマに『防災グル

ープワーク』に取り組みました。限られた時間の中で

したが，活発に意見交換が行われ，様々なアイデアが

出されました。学校と地域が連携して，積極的に防災

について考え，行動していくことは，とてもすばらし

いことだと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中洲小学校では，６月15日(月)～６月19日(金)が，校内人

権週間でした。初日の６月15日(月)には，テレビ放送による

児童朝会を行いました。 

 はじめに，校長先生が「アンパンマンのすごいところは，

優しいところです。思いやりのある言葉があふれ，優しい行

動がたくさんみられる１週間にしよう！」と全児童に呼びか

けました。 

 次に，担当の先生が，人権に関する『へなちょこ』という本の読み聞かせをしました。この

本は，苦手な縄跳びを「できない」と言えずに強がってしまう女の子が，自分の心の弱さと向

き合う姿を描いています。 

最後に，新型コロナウイルスによる差別や偏見がないようにと，絵や図を使った分かりやす

い説明がありました。世界中の人々が『コロナウイルス』感染拡大防止に向けて頑張っている

こと，『コロナウイルス』から差別や偏見，いじめが発生するメカニズムについて，『コロナ 

ウイルス』には，誰もが感染する可能性があること，『コロ

ナウイルス』に感染した人に悪口を言ったり，いじめたりし

ない，という内容です。これらのことを，『コロナウイルス』

に感染してからではなく，感染する前に教師や児童に伝えて

おくことが必要なのではないでしょうか。今日のような状況

であっても，みんなが気持ちよく過ごし，いじめのない学校

をめざしています。 

 

 コロナウイルス 
 
１ だれでもなる 

かもしれない 
 
２ なった人は 
  わるくない 

 


